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英語で数学を学ぶことの楽しさ、海外の
友人を作ることの楽しさを知りました！

英語が話せなければ留学はできない、TOEICで600点取らないと英語で

円滑なコミュニケーションを取ることはできない。留学をする以前から私は

そう考えていました。しかし今回9日間によるグアム大学のgpblによってそ

のような考えは間違いであると感じるようになりました。自分に興味を持ち、

現地の様々なことを教えてくれるUoGの学生、わからないことがあれば教

えあい、助け合ってくれる友達、そして何より行ったことのない場所への好

奇心が私をそうさせたのです。自分は英語ができないから海外に行くこと

はできないと考えるのではなく、とりあえず行ってみて楽しんでみると考え

てみてはいかがでしょうか。

システム理工学部 数理科学科 2年
木下迅人さん

参加プログラム

派遣先：アメリカ・UoG■公開可否 ： 可 ・ 不可
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今回のグローバルPBLで、
UoGの学生たちに親切にしてもらいながら、

英語を話すことに少し慣れました。

私は今まで英語力を身に付けたいと思ってはいても、なかなか機会を見つけられま

せんでした。芝浦工業大学はスーパーグローバル大学とも呼ばれ、留学経験や

TOEICのスコア底上げに力を入れています。TOEICのスコアについては前々から意識

していましたが、なかなかスコアが伸びませんでした。その時、私は英語力を身に付

けるためにグローバルPBLに目を付けました。

私はグアムに9日間滞在し、UoGの学生たちとコミュニケーションを行いながら、確率

統計学について学び研究しました。またパソコンを使ってプログラミング授業を行い、

実際に試行が難しいことをシミュレーションしました。最後には与えられた課題につい

てプレゼンテーションを行いました。もちろん英語だったのですごく緊張しましたが、少

し自信が持てました。

勉強だけでなく、フリータイムに観光できました。グアムの綺麗な海には何度も行き、

ショッピングもたくさんしました。これらを紹介してくれたUoGの学生には本当に感謝し

ています。6月の受け入れの時に少しでも恩返ししたいです。

システム理工学部数理科学科２年大野竣介さん

参加プログラム

派遣先：グアム・UoG■公開可否 ： 可 ・ 不可
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多くの時間英語に触れることで、今後の英語
の勉強方法の幅が広がりました！

初の海外で初めて英語で数学の授業を受けることができて、とてもいい経験になりました。

留学と聞くと初めは少し不安でしたが、9日間という期間が短いプログラムだったので比較的

軽い気持ちで参加することができました。

現地での授業は当然英語で行われましたが、内容は簡単だったのでなんとかついていくこ

とができました。日頃受けている授業と違う点は言語の他に挙手をするなどして質問をした

りする積極性の差です。

私は積極性があまりなく、分からない点を質問することができず、後悔が残りました。授業の

他にも送り迎えしていただいた車内で、もう少し自分から話しかけるべきだったと思いました。

自分の英語力不足への不甲斐なさも感じました。しかし、この後悔以上に現地の人との英

語でのコミュニケーションはとても楽しかったです。初めは９日間が丁度良いかなと思ってい

ましたが、終わってみるととても短く感じました。

プログラムのイベントもとても楽しかったです。全体的に英語が話せなさすぎて辛かったで

すが、だんだん耳が慣れてきたり、簡単な文で相手に簡潔に伝える能力は身についたと思

います。初めての海外で、うまく言い表せないが、世界が広がったような気がします。海外に

興味がある人は留学をお勧めします。留学した際は、簡単な英語でもどんどん話しかけるべ

きだと思います。反省点はいろいろありましたが、全体を通しての感想は、とにかく楽しかっ

たです。また興味がもてるプログラムがあれば、参加したいです。

システム理工学部 数理科学科 ２年
太田 丈登さん

参加プログラム

派遣先：グアム・グアム大学■公開可否 ： 可 ・ 不可
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